
                     建築物環境配慮事項概要書                   別紙 

表彰対象建築物名称 ROKI Global Innovation Center –ROGIC- 環境配慮の内容とその目的 

建設地 浜松市 ■ 室内環境対策 

① 昼光利用設備：屋根トップライトと中間階吹抜による昼光

利用により昼光率 2.53％を実現した。 

② 昼光制御：屋根ルーバーとトップライトの電動ブラインド

によりグレアを制御し、執務環境の向上を図った。 

 

■ 室外環境（敷地内）対策 

① 生物環境の保全と創出：立地調査による周囲の生物資源の

保存と新たな植栽により外構緑化 79.48％を確保した。 

② 街並み景観への配慮：主要な眺望点（飛龍大橋）からの眺

望に配慮し、地形に沿った山並みの一部のような建物形態

とした。 

 

■ エネルギー対策 

① 自然エネルギー利用：光膜天井による自然採光システム

と、自然地形を利用した外気の取込みによる自然通風シス

テムにより、自然エネルギーを積極的に取り込んでいる。 

② モニタリング：BEMS により用途別エネルギー消費量の

詳細な把握、外部環境と自然エネルギー利用の相関評価、

設備機器の COPなどを評価・分析することで更なる省エ

ネルギー管理を行っている。 

 

■サービス性能対策 

① 耐震性：基準法の 1.5倍の耐震性を確保している。 

② 更新性：ISS（設備階）の設置、更新スペースの確保によ

り、設備の更新性が容易に行える計画としている。 

建築主 株式会社 ROKI 

代表取締役社長 島田 貴也 

設計者 株式会社小堀哲夫建築設計事務所  

小堀 哲夫 

延べ面積 8,319.84㎡ 規模 地下０、地上４ 

構造 RC造 

用途 事務所 

ＣＡＳＢＥＥ評価  A ＢＥＥ値 ２．７ 

建築物写真   

 

建築主として求めた環境配慮に対する総合的なコンセプト 

周囲に広がる山脈や南に流れる天竜川という立地を最大限に有

効活用すること。また自社のフィルトレーション技術の考え方

を建築に置き換えた自然エネルギーの利用と知的生産性の向上

を同時に実現するエコリーディングオフィスを目指した。 



 

 

環境配慮の内容とその目的（補足資料） 

    

 


